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山口大学吉田事業場は、人文・経済・教育・理・農学部といった、文系・理系を含む5学部と、事務局等
の組織が集まった事業場である。平成16年度は巡視体制が不明確であったが、17年度はその不明確さを改
め、毎週火曜日を職場巡視の日と決め、計画的に実施している。このように日時を決めることで、曖昧だっ

た巡視体制が改善できた。 
 
1．巡視計画 

4月の吉田事業場衛生委員会で、おおよその年間計画を示した(図1)。各部署を年間2回ずつ廻り、文系学
部の場合は年2回に分けて教官の研究室を、理系学部の場合は主に実験室を中心に廻るようにしている。 
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2．巡視者 

平成 17 年度より、安全衛生対策室の設置に
伴い、主に専任衛生管理者と対策室の室長・係

長で巡視することになった。各部署には、事務

職員または労働安全衛生委員に立ち会いを依頼

している。月に1度は、産業医が同行している。 
 
 
3．携行品 

主にデジタルカメラ、部屋の配置図、多機能

計測器(風速計、温湿度計、照度計が一体になっ
たもの)、巡視チェックリスト(図 2)等である。
デジタルカメラは問題点の撮影や廻った箇所の

記録等に使い、多機能計測器は主にドラフトチ

ャンバーが正常に稼動するかを調べる際に用い

ている。チェックリストは今年度、独自に作成

したものであるが、今後は吉田事業場の実情に

合わせて、適宜見直していくことにしている 
 
 

図1 年間巡視計画
 
図２ 巡視チェックリスト
ト
図2 巡視チェックリス



4．指摘事項の具体例 
 職場巡視の結果、改善が必要と指摘した例を以下に紹介する。 
(1) 喫煙について 
山口大学は、建物内は原則禁煙であり、喫煙は屋外の指定された場所で

することになっているにも拘らず、教官の研究室で、喫煙が見られた(図
3)。 

 図3 違反喫煙 

(2) 部屋の整理整頓について 
安全衛生活動の基本は整理整頓であるが、部屋全体が雑然としている実

験室があった(図4)。また、災害時等を想定すると、実験室だけでなく、教
官の研究室の中にも、整理整頓を見直す必要があると思われる部屋も見受

けられ、改善を依頼した。 
なお、全国安全週間が7月の第一週であることから、今年度から山口大
学においても、7 月の第一週を「山口大学安全週間」と設定した。その安
全週間のポスターに、「安全衛生の基本は 5S、整理・整頓・清掃・清潔・
習慣化」といった標語を示したり、5Sのチェックリストを配布したりして、 

図4 雑然とした部屋 

整理整頓について周知徹底を図っているところである。 
 
(3) 化学物質の保管について 
危険有害性を持つ化学物質の保管に関しては、関係者以外が不用意に暴

露されることや、盗難や紛失、災害発生時などのリスクに留意した管理が

求められる。法令上も、毒劇物の盗難及び紛失を防ぐのに必要な措置を講

じる義務が規定されている(毒物及び劇物取締法第 11条）が、ある実験室
では毒劇物保管庫が施錠されておらず、誰でも容易に取り出しかねない状

況であった(図5)。巡視した際は、実験中等の理由で、たまたま一時的なこ
とだったかもしれないが、今後も注意が必要である。 

 
 

(4) 実験室での飲食について 
毒劇物等有害な化学物質を取り扱う実験室で、飲食状況があり(図6)、飲
食を介して有害物質を吸入・摂取する恐れがある。法令上も作業場での飲

食禁止規定があり(特定化学物質等障害予防規則第38条)、実験場所と飲食
場所は別にする様、教職員だけでなく学生にも指導が必要と思われる。 
 
 
巡視後は、このような指摘事項を吉田事業場衛生委員会にて報告し、その後は

生管理者(人事労務担当副学長)より、巡視の結果を記載した「安全衛生状態報告
ている。学部からは「安全衛生状態改善計画書」により、改善計画を示してもらい

次回の巡視時に確認することにしている。 
毎週1回巡視するというのは、巡視する側にとってはかなりの負担ではあるが
には、まだ安全衛生上見直さなければならないと思われる点が多々ある。しばしば

このような点が少しずつ改善し、安全衛生意識が定着するよう、今後も取り組ん
図5 施錠されていない保管庫
書

 
図6 実験室での飲食状況
各学部長宛に、総括安全衛
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、改善しているか否かは、

、実際廻ってみると、学内

第三者の目で見ることで、

でいきたい。 


